（様式）
令和２年　　月　　日
環境省 環境再生・資源循環局
総務課 リサイクル推進室 宛
（自治体名）
令和２年度 地方公共団体による食品ロス削減・食品リサイクル推進モデル事業等
申請書
標記の件について、次のとおり申請します。
【提案部門について】

	提案・申請内容
	部門名
	該当する
ものに〇

	１）食品ロス削減・食品リサイクル推進モデル事業
① 一般部門（特定のテーマを定めないもの）
	部門Ⅰ（一般）
	

	１）食品ロス削減・食品リサイクル推進モデル事業
② 学校給食に関連する事業
	部門Ⅱ（学校給食）
	

	２）食品リサイクル事業実現可能性調査事業
	部門Ⅲ（FS調査）
	


【申請者について】
	自治体名
	

	担当部署
	

	担当者名
	

	連絡先
	電話番号：

	
	Ｅ－mail：


【連携団体について】※複数の団体が連携して提案・実施する場合、その団体名（自治体、民間企業等）を記載
	連携する団体名
	


食品ロス削減・食品リサイクル推進モデル事業等
事業計画書
１．食品ロス削減・食品リサイクル推進モデル事業等の概略

（１）事業名称
	


（２）事業の概要

	作成注：事業の内容について、簡潔にご記入ください。（別紙でご提出いただいても結構です）



（３）事業の実施体制、参加・協力が想定される者との調整状況

	作成注：貴自治体の内部の体制（他部局との連携など）を記入ください。
加えて、外部団体（例えば、市民団体、民間事業者、大学など）との連携を予定している場合には、それぞれの役割及び申請時点での調整状況についてご記入ください。
また、部門Ⅱ（学校給食に関連する事業）で申請する場合には、教育委員会、学校関係者等との調整状況についても記載してください。




２．想定される効果・課題、その評価方法

（１）想定される効果

	作成注：食品ロス削減、食品リサイクル推進の観点でどのような効果が想定されるかご記入ください。また、市民・排出事業者の意識向上、地域の活性化などの効果も期待される場合には、合わせて記載してください。



（２）想定される課題

	作成注：事業を実施するに際しての懸念点・課題等をご記入ください。




（３）事業の効果・課題を評価するための具体的な方法

	作成注：事業の成果・課題をどのように評価・検証するか、その方法を具体的にご記載ください。例えば、「〇〇〇の重量の計量」、「市民／排出事業者等へのアンケート・聞き取り」、「協力する団体・企業など関係者への聞き取り」などが想定されますが、事業内容に応じて自由に設定いただいて結構です。



（４）事業実施後の継続・展開に関する方針
	作成注：令和２年度に事業を実施いただいたあとの継続に向けた方針、他の地域への展開方策など、現時点での想定をご記入ください。



３．食品ロス削減・食品リサイクル推進に関する現在の取組み状況

	作成注：現在実施している食品ロス削減・食品リサイクル推進に関する取組を具体にご記入ください。
また、部門Ⅱ（学校給食に関連する事業）で申請する場合には、学校給食の実施に伴い発生する食品廃棄物の発生状況・再生利用状況の現状も踏まえて記載してください。



４．実施スケジュール

	作成注：どの時期にどのような準備・調整を行うのか、事業開始・終了時期、評価・検証の時期などを整理してください。なお、進捗状況については、環境省及び環境省が選定する本事業事務局請負者が適宜確認をさせて頂きます。




５．実施時に必要となる費用
	作成注：事業実施時に必要となる費用を記載ください。事業にかかる費用は、環境省が選定する本事業事務局請負者を通じて、環境省が負担します。

（単位：千円）

区分
予算額
備考
広報ちらし作成費
400

・A４サイズ×２ページ。〇枚の印刷。デザイン費を含む

広報ちらし配布費用

150
・新聞折込を想定（〇千世帯）

市民向けアンケート調査

550
・〇〇件の発送。印刷費及び発送費、回収費を想定（回収率〇％と想定）

説明会会場費
20
・50名程度の規模の説明会開催、会場費
・・・・・
△△
・・・・・
△△
合計
〇〇〇〇



６．その他（環境省及び本事業の事務局請負事業者に期待する事項）
	作成注：事業実施にあたり、環境省及び環境省が選定する本事業事務局請負者に支援を期待することをご記入ください。（例えば、事業内容全般に関する意見交換・助言、専門家派遣、効果測定の支援（アンケート調査の集計分析支援）、広報資材の作成支援、イベント等の開催支援など）



（以上）
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